
平成２９年８月２８日（月）～平成２９年９月３日（日）〔平成２９年第３５週〕の感染症発生状況

第３５週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)手足口病 2)感染性胃腸炎 3)ヘルパンギーナでした。

手足口病の定点当たり患者報告数は９．２２人と前週（１１．２１人）から減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．４３人と前週（４．２１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は２．６５人と前週（３．２６人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！
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夏季にもインフルエンザが発生しています！

インフルエンザは、例年冬季に大きな流行がみられる感染症ですが、今年は

夏季においても例年と比較して報告数が多くなっています。国外ではアジア各

地で大きな流行がみられており、市内では保育園等の施設で集団感染事例が発

生しています。急な発熱および風邪様症状が出た際には、早めに医療機関を受

診しましょう。
川崎市における５年間のインフルエンザ発生状況 Ａ型インフルエンザリアルタイムサーベイランス

分布マップ（平成２９年９月５日 １２：００時点集計）

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS）

血清型別インフルエンザウイルス検出状況
（平成２９年９月５日結果判明分まで）

第３５週報告数第１位

第３５週報告数第２位

平成２９年７月２４日（月）（第３０週）

平成２９年８月２９日（火）（第３５週）

平成２９年８月１０日（木）（第３２週）
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Ａ香港型


